
 

比較から300万円を追加し、２目加入金では増

収見込み額134万9,000円を追加し、４目その他

営業収益は、消火栓修繕負担金を予算第４条か

ら組み替えを行うものでございます。 

 ２項営業外収益については、預金利息及び雑

収益などの増収見込み額を追加し、３項特別収

益については、１目の過年度損益修正益は消費

税の還付加算金で、２目固定資産売却益は、山

形県が施行する一般県道中時庭線道路整備事業

に伴い、時庭中継ポンプ場敷地が道路用地とし

て7.21平方メートルが買収となり、その土地代

金、総額で約13万6,000円のうち固定資産分を

除いた利益に当たる５万9,000円を計上し、残

りの代金については予算第４条において固定資

産売却代金として計上いたしております。 

＋

 次のページ、支出でございますが、１款１項

営業費用において522万円を減額補正し、内訳

につきましては、１目浄水及び配給水費では

258万3,000円の減額で、委託料、路面復旧費な

ど不用見込み額を計上し、修繕費は消火栓移設

及び修繕工事費を予算第４条より組み替え、動

力費については不足が見込まれるため増額いた

すものでございます。３目業務及び総係費では

94万7,000円の減、次のページの４目減価償却

費では82万6,000円の減、５目資産減耗費では

86万4,000円の減、２項営業外費用では73万円

の減でございますが、それぞれ精査の結果、不

用額が見込まれるため減額補正いたすものでご

ざいます。 

 次に、資本的収入及び支出でございますが、

収入の１款１項企業債については、配水施設整

備工事の変更に伴い配水施設整備事業債の借入

額を900万円減額し、次のページの２項分担金

及び負担金については一般会計負担金220万円

を予算第３条へ組み替え、４項その他の補償金

については、現地精査の結果、支障となる水道

管布設がえが当初予定より少なかったことから

1,470万円を減額いたすものでございます。な

お、山形県事業については、豊里地区経営体育

成基盤整備事業及び一般国道287号道路改築事

業でございます。６項固定資産売却代金につい

ては、先ほど申し上げましたとおり時庭中継ポ

ンプ場敷地の土地売却代金で、固定資産分、当

初市で買い求めたときの価格の７万7,000円を

計上しております。 

 次に、支出でございますが、１款１項建設改

良につきましては、１目事務費で不用見込み額

７万9,000円を減額し、２目第４次拡張事業に

ついては、工事請負費から平山浄水場中央監視

制御装置改造工事及び平山浄水場系遠方監視制

御装置改造工事のうけ差などの不用額と老朽管

更新事業の増嵩分を見込み、差し引き750万円

を減額し、水道８ページをお開き願います。３

目水源開発費では、長井ダムの建設負担金に係

る企業債利息分の不用見込み額２万6,000円を

減額し、４目配水施設整備費については、山形

県及び公共下水道事業などに伴う配給水管布設

がえ工事が少なかったことや、消火栓移設修繕

等に係る工事費を予算第３条に組み替えするな

どから、工事請負費、委託料合わせて2,460万

円を減額いたすものでございます。５目資産購

入費については不用見込み額を減額いたすもの

でございます。 

 以上、平成18年度長井市水道事業会計補正予

算第４号の概要でございます。よろしくご審査

賜りますようお願い申し上げます。 

○渋谷佐輔委員長 概要の説明が終わりました。 

 これより各会計補正予算案の細部審査に入り

ます。 

 なお、質疑に当たっては、答弁者並びにペー

ジ数をお示しの上お願いいたします。 

 

 

 議案第４０号 平成１８年度長井市 

 一般会計補正予算第６号についての 
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○渋谷佐輔委員長 まず、議案第40号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

＋ ＋

 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 委員長にちょっとお願

いを申し上げますが、さきの議会運営委員会で

今議会の最終日提案については、一つはこの人

事案件、そしてもう一つは、職員団体との合意

が得られた場合は職員給与を支給する特例条例

を最終日提案するというお話がありました。し

かしその後、文書で、最終日の提案案件につい

てということで総務課長から議長に出されてい

ます。その内容を見ますと、平成18年度長井市

一般会計補正予算だということになっているよ

うです。私は、さきの議会運営委員会の決定と

違ってきていること、そして、この予算委員会

への付託議案の関係などで整理をさせていただ

きたいというふうに思います。幾つかお伺いし

たいことがありますので、しばらくの間、一問

一答方式で質疑をさせていただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○渋谷佐輔委員長 はい、わかりました。 

 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 まず財政課長にお伺い

をしますが、今、総務課長名で最終日の提案案

件の話があったわけですけれども、最終日に提

案予定をしているこの平成18年度の一般会計補

正予算という内容についてお聞かせをいただき

たいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 お答えいたします。 

 今回、議案第40号 一般会計補正予算第６号

として提案させていただいておりますが、この

段階までの歳入歳出の決算見込みでいいますと、

恐らく１億円強の赤字になるものと思っており

ます。したがいまして、最終日に提案させてい

ただく中身のものにつきましては、現時点で歳

入欠陥が予定されております市税、それから交

付税、これらについての代替財源をもって補て

んするというふうな考え方をしております。 

 この中身につきましては、なぜ今回一緒でな

かったのかということになるかと思いますが、

そこの部分につきましては、一つは、３月５日

ぐらいに例年ですと交付決定されております特

別交付税の決定の状況をまずは把握したかった

ということが一つございます。 

 それから２つ目といたしまして、市税の法人

市民税の関係などでございますが、２月末段階

までぎりぎりまでその調定見込み額などを把握

したかったということがございます。 

 あともう一つ、歳出側でいうと、除雪費の関

係、今回も大体1,500万円と900万円ほどで

2,400万円ほどの減額をさせていただいており

ますが、さらに減額できるものがないかどうか

というふうなことを待って判断したかったとい

うことが主な理由でございます。以上です。 

○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 今回というか、先ほど

財政課長から説明があったのは、そうすると、

歳入がまだ確定されないままの一応の補正予算

だというふうなことになるわけです。このまま

だと赤字になりますということですから、これ

は大変なことだなとは私も思います。今、財政

課長が言われた歳入欠陥というお話があったわ

けですけれども、その中身というのはどういう

ことなんですか、お聞かせいただけませんか。 

○渋谷佐輔委員長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 お答えいたします。 

 大きくは２つでございます。 

 一つは、市税におきまして当初予算の計上に

当たって見込み額に対する見込み誤りがあった

ということが一つ。 

 それから普通交付税でございますが、ここの

部分につきましても、当初財政課の方で推計し

た金額よりも実際に交付決定された金額が見積
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額よりも下回ったということでございまして、

これらを合わせますと、現時点では恐らく１億

5,000万円程度、当初予算に対して少なくなる

というふうなものになっております。以上です。 

＋

○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 １億5,000万円という

のはすごいお金なわけですけども、ここに来て

１億5,000万円というのは大変な額だと思いま

すね。 

 市税の話は後でお聞きしますが、交付税につ

いては、これ、間々あることだという範囲なの

かどうなのかわかりません。市税の分で幾ら、

交付税のいわゆる差ですね、それで幾らで１億

5,000万円っていうふうになるんですか、その

中身、内訳。 

○渋谷佐輔委員長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 お答えいたします。 

 交付税では、現時点で普通交付税で大体

4,000万円ぐらいになっております。市税で大

体１億1,000万円ぐらいというふうに見込んで

１億5,000万円というふうな金額を申し上げま

した。以上です。 

○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 交付税の4,000万円と

いうのも、これはかなり大きいなというふうに

思いますが、とりあえず市税のことについてお

聞きをしたいと思います。 

 財政課長にお伺いしますが、これは当初見込

みと歳入との実質の差、欠陥の部分が１億

1,000万円というのはちょっと大きいと思うん

ですが、これはどういうことなんですか、何が

原因でこうなったんですか。原因というか、何

の税がということでこうなったんですか、税務

課長、済みません。 

○渋谷佐輔委員長 中井 晃税務課長。 

○中井 晃税務課長 お答えいたします。 

 18年度の予算編成をする際の税収見込みとい

たしまして、こちらで積算しました各住民税、

固定資産税、それぞれ実際に税収状況を見ます

と大きく差が出てまいりました。それの原因と

なるものを調べましたので、それをお答えいた

します。 

 まず個人住民税についてでございますけれど

も、国の景気回復の動向を踏まえまして、市の

方でもある程度、景気回復によりまして所得の

上昇が見られるというふうな見込みをいたしま

したけれども、地方での所得の上昇というのは

思ったように伸びませんでしたので、その分で

1,000万円を超えるほどの見込みのずれが出て

まいりました。 

 あと固定資産税でございますが、ちょうど評

価がえの年でございました。３年に一度評価が

えが行われておりましたけれども、その際の評

価がえの際に、まず土地につきまして、路線価

の調整が最終的に終わりましたのが２月でござ

いました。予算要求の際にはもう既に予算要求

の数字を出しておりましたので、いろんな係数

の調整が終わりまして２月に最終的に路線価を

決定したわけでございますけれども、これによ

ります差が約3,000万円近く発生しておりまし

た。 

 家屋についてでございますけれども、木造あ

るいは非木造、それぞれに前年度から何％変動

してるかという係数を掛けまして見込みを出し

ますけれども、非木造住宅につきまして、国の

方から最終的に前年度比何％になるという通知

が来ましたのが、これも同じように２月でござ

いましたので、予算編成時期とずれが生じてお

りました。こちらの方としましては、既に通知

がありました木造住宅と同じ比率で評価額の見

込みを出させていただきましたけれども、実際

に非木造住宅につきましては木造よりも減額幅

が大きいという通知が参りましたので、これに

よりまして見込みとの差が出てまいりました。

また、例年250から300棟ほどの新築住宅があり

ましたけれども、17年度につきましては204棟
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と見込み以上に年内に完成する棟数が少ないの

が実情でございましたので、これらを合わせま

して約4,000万円弱ほどの見込みの差が出てま

いりました。 

 そのほかに償却資産につきましても、ここ数

年安定した状況でありましたので、それをもと

に見込ませていただきましたけれども、18年度

は固定資産税の評価額の減少が見られましたの

で、ここでの差も出てまいりました。 

＋ ＋

 あと都市計画税につきましても、同じように

土地、家屋同様な影響が出て減少しておりまし

て、このような差が生じております。 

○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 そうすると、先ほど財

政課長は市税で１億1,000万円だということで

すから、住民税で1,000万円、固定資産で１億

円という欠陥が生じたということになるわけで

すね。これは気づいたのはいつですか。 

○渋谷佐輔委員長 中井 晃税務課長。 

○中井 晃税務課長 18年度の当初課税、住民税

につきましては６月に課税をさせていただいて

おります。固定資産税につきましては５月に課

税をさせていただいておりますので、この時点

で当初見込んだものよりも大幅なずれがあると

いうことで、その後調査をいたしまして、７月

中にそのずれの原因というものを各係に調査を

させまして結果を出しております。 

○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 課税した段階からもう

わかっていたわけですね、去年。だから10カ月

前にはわかっていたわけですね、気づいたわけ

ですね、そして調査をした結果、原因は住民税

と固定資産税だというふうにわかったわけです

が、それわかって、その後どう対処されようと

したんでしょうか。 

○渋谷佐輔委員長 中井 晃税務課長。 

○中井 晃税務課長 更正等あるわけであります

けれども、大幅な変動が見られるような状況で

はございませんでしたので、財政課と相談いた

しまして、いつの時点で補正を対応するかとい

う調整はさせていただいておりました。早い時

期ですと12月に補正ということも考えられるわ

けでありますが、今回は３月補正ということで

調整をさせていただきました。 

○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 私そこがちょっとわか

らないんです。こんなに１億円以上も歳入欠陥

がわかっていて、それを今の話だと12月に補正

をしてとか３月っていうお話、実際今回は３月

っていうふうになるわけですけども、何で、こ

れ今度、財政課長、もっと前にこの対応策って

のはなかったんでしょうか。そこをどう検討さ

れたんですか、財政課長。 

○渋谷佐輔委員長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 お答えいたします。 

 一つは、端的に申し上げますと、もっと早目

に補正する財源としての手だて、ここの部分が

十分にできなかったということです。今回、最

終日に予定をしております補正予算の財源とい

たしましては、財政調整基金の１億円、それか

ら特別交付税の交付決定額がどのようになるか

未定なわけですけども、この影響額もプラスあ

るいはマイナス、それから、それでも足りない

部分については心のまちづくり基金からの繰り

かえ運用を予定しているところでございます。

実際お話が税務課長の方からあるなり、あるい

は交付税の減額決定がなされたというのはもう

大体６月ぐらいにわかっておったわけでござい

まして、私の方からは８月に全員協議会の折に

皆様方の方にもご説明をさせていただいており

ました。当面、今後の補正の状況等も勘案しな

ければならないので、しばらくはこのままの状

況を認識しながらも財政運営をさせていただく

旨のお願いはさせていただいたつもりでござい

ました。 

 なぜ今かというふうなことになってくると、
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今申し上げましたとおり、これまでの経過の中

で果たしてどの程度の補正需要が今後出てくる

のかまでその辺のところではわからなかったと

いうことが大きな一つの理由でございます。以

上です。 

＋

○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 財政課長言われたよう

に８月の18日の全員協議会で、この平成18年度

普通交付税交付額決定並びに18年度の普通会計

決算状況についてということで、18年度の財政

運営の見通しというか、何というかね、結局、

市税では１億2,589万円ほどあるという話は聞

いているんです。これは聞いているんですが、

私は議会にもやっぱりこれ責任あるなっていう

ふうに思ってるんですけれども、財政課長のお

話ですと、歳入欠陥になったところをどうやっ

て埋めるかと、何で埋めるんだというところに

ずっと、考えというかね、検討がいってたみた

いですが、私は違う意味での対応策もあったの

ではないかと。申し上げたいのは、平成18年度

の事業がスタートして間もない時点でこれ発覚

してるわけですよ。だとするならば、平成18年

度の当初で予定をしたいろいろな事業などを精

査をして、それを後年度に送るとかということ

だって選択肢ではなかったのか、そういういわ

ば検討というのはなされなかったのでしょうか、

財政課長。 

○渋谷佐輔委員長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 おっしゃる中身については

十分を理解をしていますし、私の段階でそのよ

うなことも検討したことも事実でございます。

ただし、18年度の予算が走り出して実際に事業

がどんどんどんどん進んでいくわけでございま

すが、その中で、これは翌年度に送っても差し

支えないのではないかと思われるような事業が、

簡単に言えば見当たらなかった。できれば、そ

の事業を執行しながらも執行残をとにかく留保

していただきたいというような方向に走らざる

を得なかったということが、私としては反省す

べき点だと思っております。以上です。 

○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 これ結果論みたいなこ

とで議論したくないんですけれども、私はとっ

ても残念な気持ちなんです、今。年度当初、出

発してすぐぐらいにわかっていたものを何で今

まで引っ張んなねかったんだべという思い。そ

れから、そうすることによって、まずせっかく

今まで積み上げてきたこの財政調整基金がパア

に大体なるわけですね、もうほとんど使います、

ほとんどというか、端数しか残らないほど使う

わけですよ。そういったことを考えれば、私は

この10カ月というのは本当に悔やまれる、そう

いう措置だなというふうに今思うんです。逆に

言えば、もう少し多様に、私も議会もですよ、

この８月18日に報告があった段階でやっぱりち

ゃんととらえて対応しんなねかったんだなと、

本当に私も含めた自分自身不明だなというふう

に思いますが、そういう対応がなされなかった

というのは私は残念だというふうに言わざるを

得ないです。 

 もう１点お聞きをしますが、この最終日まで

待ってんなねというところがさっき出たわけで

すけれども、そこは私少しちょっと頭が回りま

せん、何でだかっていうのが。確かに特別交付

税の交付状況、それを見てからだと、法人税の

関係ですね、と除雪と、わかりますけども、だ

けどそれだったら、除雪を除けばほぼ推計でき

る範囲だというふうに思うんですよ。今までは

３月定例会は、先ほどきょうの委員会の開会冒

頭に委員長が言われたとおり、執行期間がもう

ないから、だから初日に上げるというふうにな

っているわけです。そこでやっぱり私はちゃん

とこういうのだということをある程度推計をし

て、それはもっと本当は12月とか９月とかが一

番よかったんでしょうけども、できないもんな

のかというところ、うんと疑問なんです。 
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 何でこういうことを申し上げるかというと、

結局18年度の歳入欠陥を埋めないままに補正予

算のきょう審議を上げるわけですよ、きょうね。

だけど、歳入どうなるかって不安を抱えたまま。

再来週に予算特別委員会があって、今度は平成

19年度の予算を上げるわけだ。でもそのときに

もまだわかんないのね、平成18年度の歳入は確

定してない。ということがあって最終日に確定

をするというふうになったら、ちょっときょう

の委員会、何を議論すんだべっていうところが、

うんと私わからなくなる。こんがらがってしま

う。ここが、私がこう考えなさいよというもの

があればちょっとお聞かせいただきたい。 

＋ ＋

○渋谷佐輔委員長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 お答えいたします。 

 一つは、私の財政運営のあり方が誤っている

ということであればおわびをしなければならな

いというふうに思いますが、ただ、なぜ３月末

なのかという部分のところから申し上げますと、

平成19年度の予算、これから審議していただく

わけでございますが、今回は目的基金のすべて

にわたるような繰りかえ運用まで見込みながら

の予算編成になっております。加えまして、そ

の目的基金でいえば、一般会計で支障なく繰り

かえ運用できる残っているものといえば、心の

まちづくり基金ぐらいしかなくなってしまうと

いうことが一つございまして、この心のまちづ

くり基金には極力手をつけたくないというのが

私の本当のところでございます。したがいまし

て、心のまちづくり基金、現在8,900万円ほど

残高ございますが、これを例えば全額使っても

いいから３月に出してしまえというのであれば、

それは可能な話だと私も思います。 

 ただ、なぜそこのところができなかったかと

いうと、今申し上げたように、できれば心のま

ちづくり基金には手をつけたくない。できれば

財調１億円だけで今回の部分について何とか対

応したいのだというところがあったものですか

ら、今申し上げましたように３月の中旬以降に

ご提案をさせていただきたいということが大き

な理由でございます。委員、今おっしゃられた

ように、確かに３月の補正につきましては執行

が迫っておりますので、早期にご提案をさせて

いただきながらご審議をいただくというスケジ

ュールになっておりますが、今回の３月の末の

部分につきましては歳出予算ではございません

で、主が歳入の組み替えということでございま

すから、そこの部分についてはご理解いただけ

るものではないかなというふうに思っていると

ころです。以上です。 

○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 

○１１番 髙橋孝夫委員 歳入だから理解をとい

うことにはならないんだと私は思うんです、や

っぱり。本当に、さっきも言いましたけれども、

返す返すも残念なのはね、この期間、この空白

の期間、だれかみたいだ、です。何で、歳出と

いうかね、事業の精査も含めて一緒に議論され

ねかったべ、私は情けないところありますよ、

本当に残念だと。それができるのであれば、財

政調整基金にだって手をつけずに、ひょっとし

たら心のまちづくり基金なんかにも手をつけず

にやれたかもしれないわけだ。これは本当に複

雑な私は胸中です。残念としか言いようがない

わけです。 

 私、一つだけ最後にこの項で聞きますけれど、

これからこういうことってないことを私祈りま

すけども、仮に年度、３月定例会で予算上げて、

それですぐ直後に、年度中途でもいい、こうい

う大きな歳入欠陥があるってわかった段階で、

もう少し選択肢がちゃんとあるうちに私は対応

すべきだというふうに思いますが、これは財政

課長ではなく市長、そこはどうですか。 

○渋谷佐輔委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 髙橋委員おっしゃるように、私

も、特に19年度につきましては目的基金を繰り

入れさせていただいて組んでる予算でございま
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○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 すので、この辺の状況については本当に慎重に

していかなきゃいけないと思っておりますので、

19年度につきましては、歳入欠陥、大きなもの

がございましたら、その都度いろいろ検討させ

ていただいて報告させていただきたいというふ

うに思っております。よろしくお願いいたしま

す。 

○１１番 髙橋孝夫委員 今回ですべてというこ

とだと、１億2,130万円ぐらいだったと思いま

すけど、それは今回で使い切るのだと、残金は

ゼロということですか。 

○渋谷佐輔委員長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 ご指摘のとおりでございま

す。 ○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 

○渋谷佐輔委員長 11番、髙橋孝夫委員。 ○１１番 髙橋孝夫委員 この３月定例会の私が

考えている焦点は、いろいろありますけれども、

焦点の大きな一つは、やっぱり平成19年度の予

算編成だと私思ってます。私その議論をきょう

はするわけにいきませんからしませんけれども、

その要因つくったのは、私は平成18年度の予算

執行だと、編成だし執行だと感じてるんです。

このことをちゃんとやっぱり総括していかない

と、これから私は間違えることないかという多

分に心配もしており、お聞かせをいただきまし

た。ぜひ、今、市長からあったとおり対応を、

できればこれからはお願いをしておきたいとい

うふうに思います。 

○１１番 髙橋孝夫委員 わかりました。 

 建設課長に伺いますが、30ページの道路橋り

ょう維持費について伺います。先ほど財政課長

の話もありましたように、本年度の除雪経費の

部分でお聞かせをいただきたいわけですが、資

料をいただきました、常任委員会の。それによ

りますと、今回2,100万円ほど減額をするとい

うふうなことになるようですけれども、実際２

月もほとんど降らなかったし、３月になったか

らですが、これからさらに減額される余地とし

て考えられる金額ってのは幾らですか。 ＋
○渋谷佐輔委員長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 お答えいたします。  そこで、最初は健康課長に伺いますが、11ペ

ージの雑入で、平成17年度の置賜広域病院組合

負担金精算金3,274万円というふうになってま

すが、これ前にも財政課長からはお聞きしてお

りますけれど、平成17年の還付金の総額っての

は約１億2,000万円ぐらいでしたかね。それか

らこの間どういうふうに使ってきて、今回使っ

て残り幾らというふうになりますか、お聞かせ

をいただきたいと思います。財政課長の方がい

いですか。 

 協議会の方に提出しました資料をごらんにな

ってると思うんですが、この中で２月、３月分

で安全策をとりまして５回ほどの出動回数を見

込んでおります。ですから５回分についてはこ

れから出なければ減額になると。さらに排雪予

算も見ておりますので、合わせますと、確定額

はわかりませんが二千数百万円というふうに思

います。以上です。 

○渋谷佐輔委員長 ほかにございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） ○渋谷佐輔委員長 松本 弘財政課長。 

○渋谷佐輔委員長 ほかに質疑もないので、質疑

を終結いたします。 

○松本 弘財政課長 これまでの使用経過につき

ましては、ちょっと前の補正予算書をひっくり

返してみないと詳細に申し上げることができま

せんのでご容赦いただきたいと思いますが、総

額につきましては、今回の計上金額ですべてで

ございます。以上です。 

 

 

 議案第４１号 平成１８年度長井市 

 国民健康保険特別会計補正予算第３ 
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 号についての質疑  

○渋谷佐輔委員長 次に、議案第44号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

 

 

  （「なし」と呼ぶ者あり） ○渋谷佐輔委員長 次に、議案第41号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 ○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。   （「なし」と呼ぶ者あり） 

 ○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。  

 議案第４５号 平成１８年度長井市  

 山形鉄道運営助成事業特別会計補正  

 議案第４２号 平成１８年度長井市  予算第１号についての質疑 

 物品調達特別会計補正予算第１号に  

 ついての質疑  

○渋谷佐輔委員長 次に、議案第45号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

 

 

  （「なし」と呼ぶ者あり） ○渋谷佐輔委員長 次に、議案第42号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 ○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。   （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

＋ ＋

○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。  

 議案第４６号 平成１８年度長井市  

 農業集落排水事業特別会計補正予算  

 議案第４３号 平成１８年度長井市  第４号についての質疑 

 公共下水道事業特別会計補正予算第  

 ４号についての質疑  

○渋谷佐輔委員長 次に、議案第46号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

 

 

  （「なし」と呼ぶ者あり） ○渋谷佐輔委員長 次に、議案第43号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 ○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。   （「なし」と呼ぶ者あり） 

 ○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。  

 議案第４７号 平成１８年度長井市  

 訪問看護事業特別会計補正予算第１  

 議案第４４号 平成１８年度長井市  号についての質疑 

 老人保健医療費給付事業特別会計補  

 正予算第２号についての質疑  

○渋谷佐輔委員長 次に、議案第47号の１件につ 
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○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

いて、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

 以上で各会計補正予算案に対する質疑は全部

終了いたしました。 

○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

  

  

 議案第４８号 平成１８年度長井市  平成１８年度長井市各会計補正予算 

 介護保険特別会計補正予算第２号に  案の表決 

 ついての質疑  

  

 ○渋谷佐輔委員長 これより、各会計補正予算案

に対する討論、表決でありますが、ご意見のあ

る方は本会議にてご発言をいただくこととし、

この際、討論は省略し、直ちに採決を行います。 

○渋谷佐輔委員長 次に、議案第48号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 まず、議案第40号 平成18年度長井市一般会

計補正予算第６号の１件について採決いたしま

す。  

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

 議案第４９号 平成１８年度長井市   （起立全員） 

 浄化槽事業特別会計補正予算第１号 ○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

＋
 についての質疑 

 

 次に、議案第41号 平成18年度長井市国民健

康保険特別会計補正予算第３号の１件について

採決いたします。 

 

○渋谷佐輔委員長 次に、議案第49号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （起立全員） ○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 ○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 

 

 議案第５０号 平成１８年度長井市  次に、議案第42号 平成18年度長井市物品調

達特別会計補正予算第１号の１件について採決

いたします。 

 水道事業会計補正予算第４号につい 

 ての質疑 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。  

  （起立全員）  

○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

○渋谷佐輔委員長 次に、議案第50号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 
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 次に、議案第43号 平成18年度長井市公共下

水道事業特別会計補正予算第４号の１件につい

て採決いたします。 

＋ ＋

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第44号 平成18年度長井市老人保

健医療費給付事業特別会計補正予算第２号の１

件について採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第45号 平成18年度長井市山形鉄

道運営助成事業特別会計補正予算第１号の１件

について採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第46号 平成18年度長井市農業集

落排水事業特別会計補正予算第４号の１件につ

いて採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第47号 平成18年度長井市訪問看

護事業特別会計補正予算第１号の１件について

採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第48号 平成18年度長井市介護保

険特別会計補正予算第２号の１件について採決

いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第49号 平成18年度長井市浄化槽

事業特別会計補正予算第１号の１件について採

決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 次に、議案第50号 平成18年度長井市水道事

業会計補正予算第４号の１件について採決いた

します。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○渋谷佐輔委員長 起立全員であります。よって、

本案は、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

 

 

   散     会 

 

 

○渋谷佐輔委員長 以上で本日の案件の審査は全

部終了いたしました。 

 なお、来る６日の本会議における本委員会審

査報告の文案につきましては私にご一任くださ

るようお願いいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。ご協力

ありがとうございました。 

―１８８― 

＋



 

 

 

    午後 ２時３６分 散会 

＋

―１８９― 


